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高速・高性能 RX621 グループマイコン 

ルネサスエレクトロニクス製フラッシュマイコンＲ５Ｆ５６２１８ＢＤＦＰ使用 

AKI－RX62 マイコンボード 
 

・USB 端子接続で、電源供給 及び Writer 機能が使用可 

・小型サイズボード（７０ｍｍ ｘ ５０ｍｍ）に部品実装済 

・評価版統合化環境(HEW4、FDT) 一式付 

・初めての方にも良く判る、取扱い説明書付 

  

■特長： 

＊ 電源電圧：2.7～3.6V (3.3V) 

＊ メモリ：フラッシュ ROM(ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 512KB+ﾃﾞｰﾀ 32KB)、RAM(96KB)内蔵 

＊ 動作：メインクロック 12MHz の X’tal1 搭載により、96MHz(MAX)の高速動作が可能      

サブクロック 32.768KHz の X’tal2 搭載により、時計機能が容易に実現可能 

   ＊ アドレス空間：４Ｇバイト・リニアアドレス（外部拡張可） 

＊ 基本命令：１命令１クロックで動作 

＊ 演算機能：32 ビット乗算器、除算器、単精度小数点演算ユニット搭載 

＊ 周辺機能：タイマ、USB2.0 ホスト/ファンクションモジュール、シリアル、IIC バス、 

I/O(入出力端子 72 本、入力端子 2 本)、CAN、10 or 12bitADC、 

10bitDAC 内蔵の高機能 32bitCISC マイコン 

＊ 動作モード：USB Boot モード、Single Chip モード 

＊ Endian 選択：Little Endian/Big Endian 切替え可  

＊ E1 エミュレータ接続：オンチップデバッカ機能使用可（ベースボード側で接続） 

＊ http://japan.renesas.com/ より最新版開発環境｢ＨＥＷ｣がダウンロード出来ます。 

       

 

 

http://japan.renesas.com/
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AKI-RX62 マイコンボード 外観図 
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   部品表 

番号        種類          品名      個数  備考 

C1、C2、     セラミックコンデンサ         0.1μF         ７   

C12～C16 

Ｒ１～Ｒ６     抵抗                ４．７ＫΩ       ６  チップ抵抗 

Ｒ９        抵抗                １５ＫΩ        １  チップ抵抗 

Ｒ１０、Ｒ１１   抵抗                ２２Ω         ２  チップ抵抗 

Ｒ１２       抵抗                １．５ＫΩ       １  チップ抵抗 

Ｄ１        ショットキーバリアダイオード    １ＳＳ２９４相当   １ 

Ｃ７        セラミックコンデンサ        ４．７μＦ       １    

Ｃ３、Ｃ４     セラミックコンデンサ        １５ＰＦ        ２    

Ｃ５，Ｃ６     セラミックコンデンサ        ２２ＰＦ        ２   

Ｒ７        抵抗                １００Ω        １   チップ抵抗 

Ｒ８        抵抗                ３０ＫΩ        １   チップ抵抗 

Ｒ１３       抵抗                ５６０Ω        １   チップ抵抗 

Ｃ８        セラミックコンデンサ        ０．３３μＦ      １    

Ｃ９        セラミックコンデンサ        ２．２μＦ       １    

Ｃ１１       セラミックコンデンサ        １μＦ         １    

ＩＣ１       マイコン            Ｒ５Ｆ５６２１８ＢＤＦＰ   １  ＲＸ６２１シリーズ 

ＸＴＡＬ１      水晶発振子             １２ＭＨｚ       １     

ＸＴＡＬ２     水晶発振子             ３２．７６８ＫＨｚ   １ 

ＩＣ２       ３端子Ｒｅｇ          ＮＪＭ２８４５ＤＬ１－３３ １   相当品の場合有 

ＣＮ３       ＵＳＢ端子          ＵＸ６０Ａ－ＭＢ－５ＳＴ相当 １ 

ＦＵＳＥ－１    ヒューズ            microSMD035          １   チップポリ 

ＣＮ４       ４ｂｉｔ Ｄｉｐ ＳＷ     ECS104LD          １ 

ＬＥＤ１（赤）    赤色チップ LED        OSHR1608CIA 相当      １   チップＬＥＤ 

ＣＮ１、ＣＮ２   ピンヘッド           ４０Ｐ（２０ｘ２）       2 

S1(J1)       スイッチ            SSSS213202 相当    
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AKI-RX62 マイコンボードは、すぐに使えるフラッシュ ROM 書き込みモードとし

て、｢USB ブートモード｣のみに対応しておりますが、CN1－３５ピンを GND にす

ることにより、｢ブートモード｣としても、使用可能となります。 
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    AKI－RX62 マイコンボードは、｢シングルチップモード｣、 

   ｢拡張モード｣の両モードに対応可能です。 
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  ■ピン配置図：                                 
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１、USB(CN３)： 

  USB端子です。パソコンのUSB端子と、AKI-RX62（以下62と呼ぶ）を、USB間で接続します。 

  USB Bootモードで、62のROMにプログラムを書込むことができます。 

  USB Bootモードで、62のROMにプログラムを書込む場合、一度電源をOFFとしてから、 

CN4の１ピンを、ON（スライドを上側にする）にしUSB Bootモードにします。 

電源をONにしプログラム書き込みが終わったら、再び電源をOFFにして、CN4の１ピンを 

OFF（スライドを下側にする）にしSingleモードにします。 

  Singleモードにすると、書き込んだプログラムが実行（動作）されます。 

 

  USB端子接続により、パソコン側から電源も供給されます。POWER SW（S1）を、 

ONにすると、パソコン側の＋５Vから62内蔵のレギュレータで、＋３．３Vに電圧変換されて、 

56218に給電されます。 

  USB端子から電源を供給する場合には、電源供給前（POWER SW（S1）を、ONにする）に、 

  CN4の３ピンをOFF（スライドを下側にする）にしBus－Poweredモードにします。 

  Bus-Powerモードにすると、パソコン側から＋５Vの給電を受けることが出来ます。 

 

 

２、CN4の２ピンは、Endianの切り替えSWです。 

  ON(スライドを上側にする）にするとLittle Endianモードに、OFF（スライドを下側にする）にすると 

  Big Endianモードになります。 

 

 

 

 

 

 

 

３、CN４の３ピンは、USB Power Selectモードを切り換えるスイッチ（SW)です。 

  ON（スライドを上側にする）にするとSelfーPoweredモードとなり、パソコンUSB側からの 

  ＋５V電源供給を受けないことをパソコン側に宣言するモードです。 

  OFF（スライドを下側にする）にするとBus－Poweredモードとなり、パソコンUSB側からの 

  ＋５V電源供給を受けることをパソコン側に宣言するモードです。 

 

 

■各設定部品の説明： 

AKI-RX62マイコンボードの各機能の説明： 
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３、CN４の３ピンは、USB Power Selectモードを切り換えるスイッチ（SW）で

す。 

   ON（スライドを上側にする）にすると SelfーPoweredモードとなり、 

パソコン USB側からの＋５V電源供給を受けないことをパソコン側に宣言する 

モードです。 

   OFF（スライドを下側にする）にすると Bus－Poweredモードとなり、 

パソコン USB側からの＋５V電源供給を受けることをパソコン側に 

宣言するモードです。 

 

 

 

 ４、デバイスの62には、動作モードとして、ブートモード、 

USBブートモード、シングルチップモードがあります。 

  62としては、そのうち、USBブートモード、シングルチップモードが使用可能です。 

  但し、CN1－３５（MD1）ピンを、GND（０V）に接続すると、ブートモードも使用可能と

なります。 

  （オープン 及び GNDに切り替わるようなスイッチ（SW）をCN1ー３５（MD1）ピン 

に接続すると、 

  ブートモード、USBブートモードの両方が切り換えで、使用することが出来ます）  

 

 

 

５、62には、10 or 12bitのADC(エーディーコンバータ：アナログをデジタルに変換する

変換器)を内蔵しています。 

  AーB間のパターンをカットすることにより、AVCCへの外部電源接続が可能となりま

す。 

  通常はIC1のAVCC（９７Pin）にVCCを接続して使用しますが、精度の良い 

ローノイズ外部電源を接続したい時に使用します。（ADCの変換精度が向上します） 

  （この時は、CN1のAVCC（３３Pin）をオープンとします） 

 

  【注意】： 

CN1のAVCC（３３Pin）より外部電源を供給時、必ずAーB間のパターンをカットして 

使用してください。 

  尚、外部電源のGNDは、62のGNDと共通に接続してください。 
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＊ A/D コンバータ使用上の注意事項：  

 

  

（１）、A/D コンバータ機能を使用しない場合でも、 

     AVCC 端子には、２．７～３．６Ｖを供給する必要があります。 

     （入力端子機能のロジック回路を動作させるために必要です） 

 

 

（２）、本ボードでは AVCC－VCC 間を回路上で、共通に接続してありますが、 

     さらに A/D 変換精度をあげたい場合には、本Ｂｏａｒｄの A―B 間のパターン 

     をカットし、高精度の外部電源（２．７～３．６Ｖ）を CN1―３３ピンより 

     印加してください。 

 

 

■ 追加アドバイス： 

１、必ず A―B 間のパターンが確実にカットされたか、テスターで導通有無確認を 

行ってください。 

 

２、GND は、必ず、外部電源、AK-RX62 マイコンボード、RX62  Base- Board 

伴、共通に接続してください。  
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■技術資料： 

 

 

●動作電圧 ３V 系、５V 系 接続について。 

 

AKI-RX62 マイコンボード、RX62 の動作電圧（VCC 他）は、 

３．３V±１０％です。 

ところが、外部につながる IC,LSI の多くは、５V±１０％が、まだ、 

主流となっています。 

３V 系、５V 系を、お互い接続しょうとした時、電圧レベルが異なり、 

直接接続することが出来ません。そこで下記対応をご参考まで示します。 

 

 

１、５V 系 IC、LSI への出力時：  

 

 

 

AKI-RX62 

RX62 

 

 

 

 

 

２、５V 系 IC、LSI からの入力時：  

 

 

                                                                 AKI-RX62 

                                                                       RX62                                                                                                                 

VCC（５V） 

VCC(3.3V) 

5V 系 IC、LSI 

GND 

GND 

5V 系 IC、LSI 

｢７４HCTｘｘ｣を介して接続します 

｢74VHCｘｘ、７４LVｘｘ、７４LVCｘｘ｣

を介して接続します 

（注、トレラント機能付を使用する） 


